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令和６年３月 

社会福祉法人 境町社会福祉協議会 
 

概 要 版 
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「地域福祉活動計画」とは ・・・・ 

当会の名称は「社会福祉」協議会でありますが、この「福祉」を取り巻く環境は、近年、少子 

高齢化現象をはじめとした様々な社会変化により、従来の「支え手」「受け手」という、言わば

「縦割り」の関係から大きく変わる局面に入っています。 

これからの福祉は、公的なサービスの重要性に加えて、自助・共助・互助を基本とした「横の 

つながり」を重視する「地域共生社会の実現」を図ることがより重要さを増してまいります。そ

れは正に『境町第３次地域福祉計画』が謳う「みんなで支え合い 誰もが安心して暮らせるまち」

をめざし、構築していくことに他なりません。 

社会福祉協議会はまた、社会福祉法第 109 条に位置付けられる「地域福祉の推進を図る」こ

とを主な目的とし、公益的な取り組みを行う団体です。具体的な取り組みについて①社会福祉を

目的とする事業の企画及び実施②社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助③社会福

祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成④前三号に掲げる事業のほ

か、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業、と規定されています。 

この度の「地域福祉活動計画」は、境町が策定した上記の「第３次地域福祉計画」と緊密に連

携・連動し、相互に補完・補強を図りながら、より充実した「地域福祉」の推進をめざすための

行動計画です。 

町の計画の基本理念と対を成す「みんなで支え合う 豊かな福祉のまちづくり」を合言葉に、

今後も一層有益・有効な事業の実施を図ってまいる所存でございます。 

本計画の策定にご協力をいただきました策定委員の方々をはじめ、関係者の皆様に厚く御礼を

申し上げます。          

 

令和６年３月 

社会福祉法人 境町社会福祉協議会 

会  長   池 上  仁 
 

ごあいさつ 

子どもから高齢者まで、年齢や障がいの有無、性別などの違いにかかわらず、誰もが住み慣れ

た地域で、その人らしく、安心して充実した生活を送るためには、地域において支え合い、助け

合う力を高めていくことが必要とされています。 

このような状況のもと、境町では「地域福祉」を推進するために『境町地域福祉計画』を策定

しました。これを受けて、当社会福祉協議会が、その「地域福祉計画」に沿って具体的にどのよ

うに活動し、進めていくのかを明らかにした計画が『（第３次）境町地域福祉活動計画』です。 

社会福祉協議会は、社会福祉法により「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」と定めら

れている、公共性・公益性の高い民間の非営利団体です。 

社会福祉協議会は、住民主体の理念に基づき、地域が抱えている福祉問題を地域全体の問題とし

てとらえ、みんなで考え、話し合い、福祉課題の解決に向けて取り組むという活動を通して、福祉

コミュニティづくりと「地域福祉」を推進することが期待されています。 

「社会福祉協議会」とは 
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「みんなで支え合う 豊かな福祉のまちづくり」 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

上記の「基本理念」を実現するため、次の４つの基本目標を定め、施策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 地域福祉の担い手の育成 

計画の基本理念 

『第2次境町地域福祉活動計画』及び行政計画

である『第3次境町地域福祉計画』との整合を

図り、基本理念を次のとおりとします。 

「みんなで支え合い 誰もが安心して暮らせる 

福祉のまちづくり」 

 

住み慣れた地域でいつまでも安心していきい

きと暮らすためには、住民ひとりひとりが、 

さまざまな機会を通じて積極的に福祉のまち

づくりに参画するとともに、行政をはじめ福祉

を担う団体や施設等と連携して福祉の推進を

図ることが重要であると考えます。 

計画の基本目標 

基本目標２ 共に支え合い、つながり合う地域づくり 

 

基本目標３ 安心して暮らせる地域づくり 

基本目標４ 社会福祉協議会の基盤の強化 
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基本目標１ 地域福祉の担い手の育成 

具体的な取り組み内容 

＜取り組みの方向＞ 

（１）地域福祉への関心、参加意欲の向上 

地域の福祉活動の情報を適時に発信し、地域福祉への興味関心につながるよう、

周知、啓発に努めます。 

（２）地域福祉を支える人材の発掘・育成 

次の世代を担う子どもたちが、ボランティア等を体験して学ぶ機会を充実させ、 

福祉への理解関心を高めます。 

また、若い世代や定年退職後のシニア世代が、地域の担い手として参加できる機

会をつくり、地域課題の解決に大きな役割を果たしてもらうことを期待し、自らの

能力を十分にいかして活躍できるよう育成していきます。 

≪具体的な取り組み≫ 

◎ 社協だより、ホームページ、ブログなどを活用した情報発信 
◎ ボランティアや担い手養成研修の実施 
◎ 福祉映画会や講演会等の開催による啓発活動 
◎ 「子ども福祉チャレンジ教室」小学校における「福祉体験学習」への協力 
◎ ボランティアセンターの運営 
◎ 「ボランティア連絡協議会」の活動支援 
◎ 「お手紙事業」における青少年ボランティアの育成 
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基本目標２ 共に支え合い、つながり合う地域づくり 

＜取り組みの方向＞ 

（１）地域のつながりづくり 

地域での孤立を防ぐため、地域の課題を話し合う場や誰もが気軽に集える場を 

通じて、地域のつながりを強めていきます。 

（２）地域交流の活性化 

地域活動を活性化させるための支援を充実させるとともに、地域資源を活用 

して住民、地域間の交流促進を強化します。 

（３）生きがいづくりの強化 

高齢者、障がいのある人等の生きがいづくりや、地域の中で世代を超えての 

“顔の見える関係”づくりを強化します。 

≪具体的な取り組み≫ 

◎ 「地域福祉活動支援事業助成金」の実施による地域福祉の発展に寄与する事業を 
  行う団体等への支援 
◎ 「ふれあいサロン」の普及及び支援 
◎ 「境町いきいきクラブ連合会」の活動支援 
◎ 「シニアスクール」の実施 
◎ 住民主体で地域の支え合いについて話し合う「協議体※」の運営や、支え合い 
  活動への支援 

 

地域の課題・問題の解決等のために住民間で話し合いの場を持ち、地域を自分たちの工夫で住みやすく 

していくことを考えます。境町では、一中学区は「えんがわ」 二中学区は「つながり」の名称で、 

毎月１回どなたでも参加できる話し合いの場を開催しています。 

「協議体」とは・・・ 

二中学区「つながり」 一中学区「えんがわ」 
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基本目標３ 安心して暮らせる地域づくり 

＜取り組みの方向＞ 

（１）災害や防災等に関する情報提供・体制整備 

防災対策として、自助・共助の必要性や、地域の要配慮者への災害時支援体制 

の整備のための日頃からの「つながり」の重要性に関する情報の発信に努めます。 

さらに、大規模災害が発生した際には「災害ボランティアセンター設置運営マ 

ニュアル」に基づき「災害ボランティアセンター」を設置し、また、平素からそ 

れに備えて設置運営研修等を実施します。 

（２）福祉サービスの利用促進 

社会福祉協議会で実施している福祉サービスの内容や利用方法をわかりやすく 

伝えるよう努めます。 

（３）相談支援体制の充実 

多様化した地域課題の解決に資する支援が包括的に提供される相談支援体制の 

強化に努めます。 
 

≪具体的な取り組み≫ 

◎ 「災害ボランティア養成講座」の開催 
◎ 災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施 
◎ 子育てサポーター派遣事業 
◎ 産前産後ヘルパー事業 
◎ ひとり暮らし老人等配食サービス 
◎ 日常生活自立支援事業 
◎ 福祉機器の無料貸出し 
◎ 福祉タクシーの運行 
◎ 「心配ごと相談所」の運営 
◎ 生活福祉資金貸付事務事業 
◎ 生活困窮者緊急生活つなぎ資金の貸付 
◎ 食糧支援の実施 
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基本目標４ 社会福祉協議会の基盤の強化 

＜取り組みの方向＞ 

（１）広報活動の強化 

 住民に社会福祉協議会の事業について理解を深めていただけるよう、適時・適切

に情報発信し「見える化」に努めます。また、住民が何を求めているのか、どんな

課題や問題を抱えているのかのニーズ把握に努め、企画提案能力を高めます。 

（２）自主財源の確保 

寄付金・社協会費等の自主財源収入と自主財源支出の「プライマリーバランス」 

を健全な状態にしていき、その他、金銭的でない質的な支援をどう充実させていく

かについて検討を行います。 

また、事業運営・経営のビジョンや目標を明確にし、実現に向けた組織・事業・ 

財政に関する取り組みを明示して、戦略的事業展開と社会福祉協議会の組織改革・

意識改革を図ります。 

（３）住民、他団体との連携・協働 

多様化・深刻化する生活課題の解決に際しては、行政、NPO などの関係機関の

他、行政区長、民生委員児童委員、ボランティア等とも連携・協働して取り組んで

いきます。 

（４）組織力の強化 

民間非営利組織としての「自主性」と行政等を結ぶ「公共性」の２つの特性をい 

かし、福祉制度に当てはまらない“谷間”にある人への支援等、多様なニーズに応

えるための体制づくりに努めます。 

また、そのために職員研修を実施し、職員の意識改革・資質向上を図ります。 

（５）「地域福祉活動計画」の推進と評価 

本「地域福祉活動計画」に記載された事業が確実に実施されるようにするために、

進捗確認と見直しに取り組みます。社会情勢の変化によって社会福祉協議会が取り

組むべきニーズが変化していくことから、必要に応じて、地域課題についての調査

を行います。 

≪具体的な取り組み≫ 

◎社会福祉協議会の役割と取り組みについての広報活動 

◎『社協だより』・ホームページ・ブログ等での情報発信 

◎会費や寄付金の募集強化 

◎関係機関、地域、企業との連携・協働による福祉の推進 

◎職員の質の向上を目的とした研修の実施 

◎職員間における情報の共有 
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この計画の計画期間は、20２４（令和６）年度から 202８（令和１０）年度までの５年間と 

します（終期は町の「第３次地域福祉計画」より１年後れ）。 

 

令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 令和８年度 令和 9 年度 令和１０年度 

  

    

 

 

  

  

 

地域福祉は、行政、地域住民、福祉活動団体、ボランティア、福祉事業者など地域に関わる者自

身が主体となり、協働して推進していくことが大切です。 

そのため、本計画で示した「基本理念」や福祉課題解決のための「基本目標」取り組みの内容等

について『社協だより』やホームページなどあらゆる機会を通して町民や町内の福祉関係各種団体

をはじめ企業などへ広く周知に努め、本計画に対する参画や各自の取り組み等について啓発・普及

を行いながら計画を推進していきます。 

また、地域における計画の推進については、社会福祉協議会が自治会等さまざまな地域組織と連

携して、地域の実情に応じながら取り組み活動を促進していきます。 

 

 

 

 

計画の実効性を高め、円滑で確実な実施を図るためには、進行を適切に管理する体制が必要です。 

そこで、計画に基づく基本施策の進捗状況や達成度を定期的に把握・評価して必要に応じて適宜

見直し等を行い、常により良い活動や取り組みを推進する「ＰＤＣＡサイクル」（達成度を毎年評

価し、次年度の施策展開にフィードバックすること）によって、計画の目的や目標達成に向けた取

り組みの着実な推進に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

計画の期間 

計画の推進と進行管理 

◇計画の推進 ～計画の啓発・普及の推進 

◇計画の進行管理 ～「ＰＤＣＡサイクル」に基づく進行管理 

概要版 

 第３次境町地域福祉活動計画 改定作業 

第３次境町地域福祉活動計画 
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